
 
平成２３年６月２９日 

各  位 

会 社 名 帝都ゴム株式会社 

代表者名 代表取締役社長 今林 功 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号５１８８） 

問合せ先 常務執行役員 天羽勝久 

（Tel：（04）2932－1212） 

支配株主等に関する事項について 

当社の親会社である鬼怒川ゴム工業株式会社について、支配株主等に関する事項は、下記のとおりに

なりますので、お知らせいたします。 

記 

１．親会社、支配株主（親会社を除く）又はその他の関係会社の商号等 
（平成２３年３月３１日現在） 

議決権所有割合（％） 
名称 属性 

直接所有分 合算対象分 計 

発行する株券が上場されて

いる金融商品取引所等 

鬼怒川ゴム工業

株式会社 
親会社 66.98 0.00 66.98 

株式会社東京証券取引所 

市場第一部 

 
２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

① 親会社等の企業グループにおける当社の位置付け及び取引関係や人的・資本的関係 
当社の親会社は鬼怒川ゴム工業株式会社であり、当社株式の６６．９８％（議決権割合）を所

有しております。当社は親会社の企業グループの中でホース事業を担っており、鬼怒川ゴム工業

株式会社及び鬼怒川ゴムグループ企業（以下、鬼怒川ゴムグループ会社）より特定企業グループ

向けの自動車用ゴムホースの生産を受託しております。 
鬼怒川ゴム工業株式会社から常務執行役員１名が当社取締役、執行役員２名が当社監査役とし

て就任しております。また、業務の効率化や技術ノウハウの連携等を目的として同社から社員６

名の出向者を受け入れております。 
（役員の兼務状況） （平成２３年３月３１日現在） 

役職 氏名 
親会社等又はそのグループ企

業での役職 
就任理由 

取締役 小薬次郎 
鬼怒川ゴム工業株式会社 

常務執行役員 
当社取締役会機能の強化のため 

監査役 道浦吉晴 
鬼怒川ゴム工業株式会社 

執行役員 
当社監査役会機能の強化のため 

監査役 嶋津智昭 
鬼怒川ゴム工業株式会社 

執行役員 
当社監査役会機能の強化のため 

（注）当社の取締役３名、監査役４名のうち、親会社との兼務役員は当該３名のみであります。また、取締役３名のうち１名

が、親会社からの転籍者であります。 
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（出向者の受入れ状況） （平成２３年３月３１日現在） 

部署名 人数 
出向元の親会社等又は 

そのグループ企業名 
出向者受入れ理由 

埼 玉 工 場 ３名 鬼怒川ゴム工業株式会社 生産部門強化のため当社から依頼 

セールスエンジニア部 ２名 鬼怒川ゴム工業株式会社 
技術開発部門強化のため当社から

依頼 

品 質 保 証 部 １名 鬼怒川ゴム工業株式会社 
品質保証部門強化のため当社から

依頼 

（注）平成２３年３月末現在の当社の従業員数は２０６名であります。 

② 親会社の企業グループに属することによる事業上の制約 
当社で製造している自動車用ゴムホースに関しての技術は、当社固有の技術であり独自の研究開

発、企画、生産を行った上で鬼怒川ゴムグループ会社へ販売しております。 
鬼怒川ゴムグループ会社は自動車用ゴム部品の製造販売という点で類似した事業を営んでおりま

すが、生産品目の点で明確な事業の棲み分けがなされており、当社の自由な事業活動を阻害される

状況にはないと考えております。鬼怒川ゴムグループ会社との取引条件は各企業と個別協議により

決定されており、その他の企業との取引条件も同様のものとなっております。鬼怒川ゴムグループ

会社は当社の大口かつ安定した取引先ですが、当連結会計年度における連結売上高のうち４８．９％

を占めていることから、当社の業績は鬼怒川ゴムグループ会社における、自動車用ゴムホース部品

の受注動向に大きく依存する状況にあります。 
③ 親会社からの一定の独立性の確保 

当社は、鬼怒川ゴムグループ会社以外の企業と直接取引を行う当社独自の開発や営業基盤を確立

しており、緊密な協力関係を保ちながら事業展開する方針でありますが、親会社との事業の棲み分

けがなされており、親会社兼任役員の就任状況や受入出向者の状況は、独自の経営判断を妨げるほ

どのものではなく、一定の独立性が確保されていると認識しております。また、鬼怒川ゴムグルー

プ会社以外への販売経路の拡大にも努めております。 
 
３．支配株主等との取引に関する事項 

平成２３年５月１２日公表の「平成２３年３月期 決算短信 ４．連結財務諸表 注記事項 関連

当事者情報」をご参照ください。 
 
４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

当社は親会社との取引条件等につきましては、他の取引先と同様に市場価格、総原価を勘案して、

当社希望価格を提示し、毎期価格交渉の上決定しております。よって、少数株主の保護は十分なされ

ているものと考えております。 
 
５．親会社による当社の株式交換による完全子会社化に関する事項 

平成２３年５月１２日公表の「鬼怒川ゴム工業株式会社による帝都ゴム株式会社の株式交換による

完全子会社化に関するお知らせ」および平成２３年６月２３日公表の「株式交換契約に関する定時株

主総会の承認可決のお知らせ」をご参照ください。 
 

以 上 


